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後漢時代、厚葬の風潮を背景に盛行した画像石の図像は、従来、死者のためのもの、死生観に関係したも
のと解釈されてきたが、本論文は、特定の地域で特定の主題が流行した現象を緻密に考証することでこれに
見直しを迫り、漢代画像石が地域の歴史地理的、思想史的事情を直截に反映した現世的性格を強く有してい
ることを具体的な事例を通して実証したものである。その特定地域として著者は泰山から淮河、西は大野沢に
及ぶ禹の九州の一つ徐州（これを淮北地域と称する）を設定し、特定の主題として黄河の治水者夏禹に注目
する。そして、図像学の手法に則り、幅広いテキストと照合させながら夏禹およびそれに関連する風伯・雨師な
ど擬人化された自然現象や胡漢交戦の図像を同定、それらを綿密に読解し、図像の成立と流行の背景の考
究を通して上記の結論を導き出している。漢代史、思想史、上古文学など隣接分野の成果を縦横に援用して
多くの新知見を提示した、密度の濃い論文と評することができる。 
論文は七つの章と序章・終章で構成される。まず序章において、画像石の分析に図像学の手法を用いるこ
との妥当性と有効性、画像石が濃密に分布する淮北地域の意義とこの地域に対する漢代の地理認識につい
て論じ、論立ての堅固な前提を示す。第一章「漢代画像石に見られる禹の図像とその作例」では、禹の図像を
規定するためのアトリビュートとして笠と岐頭形の土木工具を挙げ、計二十四件の作例を禹と同定している。そ
の過程で展開された、直柄の土木工具臿と曲柄の耒に関する考察の緻密さは出色で、画像石の図像がいか
に当時の実態や地域別の差異を忠実に表現しているかを実証する論考となっている。 
第二章「禹図像の分布とその歴史的背景」は、図像の分布の地域的偏差を問題とし、前漢以来の黄河治水
の歴史的推移、特に前漢後半の災異説による洪水放任を経て治水を果たした後漢明帝に、禹のイメージが重
ねられたことや、禹図像が水害除けの守墓神とされた可能性を論ずることで、地域社会の需要に応じた画像石
主題の生成の実態を明らかにした。また、楼閣拝礼図形式の肥城県の一作例の検討から、画像石が墓葬建材
に限らず地域共同体の小神廟を構成していた可能性を提示した点も重要である。 
続く第三章「胡漢交戦図の分布とその歴史的背景」も同様に、淮北地域に偏って分布する胡漢交戦図が、
辺境警備兵を媒介とした、漢代の「関東」と北辺との地域的な相関関係という、この土地固有の現実的な事情
を背景にして成立し流行したとする斬新な解釈を、尹湾簡牘など新出土資料の最新の研究成果も駆使しなが
ら論じている。前漢武帝期の洪水放任がもたらした大量の難民の河西への移住、北辺兵戍への従事を生んだ
この地域だからこそ、後漢時代においてなお、数ある普遍的願望の中から「胡虜殄滅天下復」が選択され図像
化されたという結論は、説得力に富む。 
第四章「山東省済寧市出土「風伯・胡漢交戦画像石」試釈」、第五章「江蘇省徐州市銅山県苗山漢墓墓門
画像石再考―漢代における鯀の地域的信仰とその図像」は、個別の具体的作例を詳細に分析して地域性の
問題を掘り下げたものである。前者は、風伯と禹の図像を上段にあらわし下段に胡漢交戦図を配した済寧出土
の一群の画像石を取り上げている。これらの図像の組み合わせが定型を成すこと自体、従来は看過されてい
たが、本論文では、汶上県出土作例に複数の禹図像が壺を執る姿で表されていることに着目し、これを風伯と
ともに天譴に加担する雨師と禹とのダブルイメージであるとする。そして胡漢交戦図との組み合わせは、二十八
宿の畢宿が雨を司ると同時に辺境の戦乱を象徴する星でもあることや、「風雨時節」と「胡虜殄滅」が定型的な
吉祥の対句であったことによるが、それを図像化した原動力こそ、地域における特殊な歴史的事情とそれに起
因した地域感情であったと主張する。また、第五章では、これまでさまざまな解釈がなされてきた標題の画像石 
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の図像、特に口から息を吹き出す獣頭人物について、禹の父である鯀とする新説を提示する。論証に際して
は、複雑な線刻画の入念な画き起しとディスクリプションを踏まえて多くの画像石作例やテキストが照合され、こ
れを雨師としての禹と対をなす熊頭の風伯に比定、さらに『春秋左氏伝』や『楚辞』に見られる鯀の黄熊への変
身譚、『呉越春秋』『拾遺記』に見られる東海郡の羽山において山川神として信仰された鯀の記事などの検討と
合わせて、漢代の徐州地域で天候の安定を司る神とされた鯀を表す、この地域のみに特徴的な図像であった
と結論している。ともに表された他のモチーフとの関係性など更なる検討を要するところはあるが、同じ淮北地
域内でも漢代徐州と山東省中部とでは図像表現および思想背景に異なる様相が析出され、図像と地域性との
密接な関係がよりきめ細かく検証されたと言ってよい。 
 第六章「漢代美術における自然現象の擬人化とその表現をめぐる諸問題」は、風伯・雨師を中心に天候を司
る神々の図像を画像資料中から網羅的に抽出し、図像的特徴を分析した、前章までの考察の副産物的な一
章と見受けられるが、木を抜く力士のモチーフを大風の災異を表す図像と特定するなど、ここでも新たな知見
が多く、そうした天譴災異をあらわす表現がほぼ祠堂画像石のみに見られるという指摘も、図像の使い分けの
可能性を示唆する重要な提言である。 
 最後の第七章「淮北地域出土漢代画像石に見る禹図像の変容とその背景」は、前の三つの章で論じてきた
雨師とダブルイメージの側面観型の禹図像から、夏禹という傍題を伴う正面観型図像への変容を考察したもの
である。著者によれば、禹図像は大略、後漢初期の側面観の群像から一世紀末頃に出現する正面観の単独
像、さらに二世紀後半の古帝王図形式へと変遷したといい、その間に見られる着衣表現の変化には、墨家に
おける禹の称揚、その墨家と儒家の服装観をめぐる対立、そして後漢の地域社会への儒教的教養の浸透が反
映していることが、緻密に論証されている。こうした考証は、先秦期より受け継がれてきた古代中国の基層文化
が、後漢の儒教的教養に合致する形へと変化していく過程を、漢代を通して跡付けたものに他ならない。それ
はまた、勧戒主義的解釈一辺倒の中国古代絵画史研究に一石を投じるものとなったことでも、貴重な寄与とな
った。 
 画像石研究といえばプログラム論的手法が一般的であるが、本論文は敢えてそれに従わず、いずれの章も
個別の図像に着目して精密に読解することの有効性を示したものとなっている。しかしその反面、全体のコンテ
キストや、制作主体の社会的地位の如何など地域性以外のファクターに対する目配りが疎かにされたことも否
めず、図像の大きさの検討や、韓朋賦など民間伝承の説話に基づく群像表現であることの検討を欠いたなど
の問題点もまた、審査委員会で指摘された。これらは今後の更なる研鑚を通して追究されるべき課題である。
しかしながら、多くは稚拙と評したくなるほど素朴な漢代画像石の図像から、かくも豊かな読解を引き出したの
は、忍耐強い観察と関連文献の博捜が導いた達成と言えよう。以上の理由により、審査委員会は一致して本論
文を博士（文学）の学位を授与するに値するものであると判断した。 
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